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神奈川県教育委員会教育長 殿                          令和８年３月 31 日 
県立津久井浜高等学校長 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 12日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

    具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①インクルーシ
ブ教育実践推進
校としての取組
を主軸に、系統
的な教育課程を
構築する。 
 
 
 
 
②１人 1 台端末
を活用し「主体
的・対話的で深
い学び」を追究
した授業実践を
組織的に積み重
ね、「自ら学び
続ける生徒」を
育てる。 

①生徒の多様なニー
ズに応える教育課程
を構築する。また、
UDL の観点に基づい
た検証を全教育活動
について行い、すべ
ての生徒にとって学
びやすい環境を整え
ていく。 
 
②１人 1 台端末や電
子黒板、採点システ
ムの効果的な活用な
ど学校 DX（デジタル 
トランスフォーメー
ション：デジタル技
術を活用して、より
良く改革）を推進す
ることで、「個別最
適な学び」と「協働
的な学び」を充実さ
せ、生徒が主体的に
学んでいく能力を育
成する。 

①すべての生徒のニ
ーズに応じた教育課
程の検討し、実現を
目指す。 
UDL の 観 点 を 理 解
し、全教育活動にお
いて検証を行う。 
 
 
 
②１人１台端末や電
子黒板などのデジタ
ル技術を活用して
「個別最適な学び」
と「協働的な学び」
を充実させることを
意識した組織的な授
業改善を行う。 

①生徒にニーズ
に応じた教育課
程の実現ができ
たか。 
UDL の観点に基
づいた検証を行
えたか。 
 
 
 
②校内研修会、
研究授業を通し
て「生徒が主体
的に学んでいく
能力」育成する
ことへの教職員
の意識が高まり
授業実践が進ん
だか。 

①生徒のニーズに応じた教
育課程を実現した。 
UDL の観点に基づく検証を
行った。１・２年生の各教
室の廊下にホワイトボード
を新設して様々な連絡に役
立てるとともに、日々の清
掃活動を通じて学習環境の
整備に努めた。 
②研究授業を６教科で実施
し、分科会で授業を受けた
生徒から感想を話してもら
った。また、指導主事４名
に指導助言をいただいた。
定期試験におけるデジタル
採点を実施し、オンライン
返却を行った。朝学習での
Classi の活用、日々の授業
でロイロノートを活用する
ことで「生徒が主体的に学
んでいく能力の育成」を進
める授業実践が進んだ。 

①UDLの観点に基づいた検
証を引き続き行ってい
く。フロントゼロの取り
組みを徹底する。 
 
 
 
 
 
 
②日々の授業、校内研修
会、研究授業を通して授
業実践を更にブラッシュ
アップすることに努めて
いく。 

①特別募集で入学した生
徒も含めた教育課程を編
成し、施設・設備面での
工夫と教職員の手厚い指
導で教育効果をあげてい
る。特別募集の生徒がク
ラスに溶け込んでいる。 
①一人一人の特性に応じ
た優れた実践を重ね、校
内で十分に共有すること
で、インクルーシブな学
校の開発への動機づけが
なされている。 
②指導主事を招聘し、教
職員全員で取り組む研究
授業で課題を共有してい
る。研究協議の在り方を
含め、端末使用ありきで
はなく、適切な活用場面
を継続して検討・研修し
てほしい。 

①「特別募集の生徒が
クラスに溶け込んでい
る」「インクルーシブ
な学校への動機づけが
なされている」という
コメント等からも、本
校の教育活動について
は一定の評価を得てい
ることがわかる。しか
し、いわゆる「進学希
望校」とインクルーシ
ブ教育実践推進校とし
て、すべての生徒にす
べての教育をという理
想を実現していくため
には何が必要かを常に
考えていく必要があ
る。 
②一人一台端末の利用
については一定の成果
が上がっているが、引
き続き教員側のスキル
の向上が必要になると
考えられる。 

①生徒の多様なニー
ズに応えていくた
め、研究授業等を通
して、全教員が常に
より良い授業を追い
求めていくととも
に、進学希望校とい
う認識が定着するた
めの方策を見出して
いくべく努めてい
く。 
 
②情報機器の操作等
については、教員に
よって習得している
知識等に差異がある
ため、年度当初から
研修会等を開催して
格差を縮小していけ
るように取り計ら
う。 

２ 生徒指導・支援 

①安心・安全な
学校生活を保障
するとともに、
すべての教育課
程を「支援」の
観点に基づいて
検証・改善して
いく。 
 
 
 
 
 
②生徒の自己表
現・自己実現の
機 会 を 充 実 さ
せ、協働と成功
体験の積み重ね
による豊かな人
間性を育む。 

①規範意識の醸成を
図るとともに、授業
を大切にする態度を
育成する。また、す
べての生徒が安心・
充実した学校生活を
送れるように支援す
るとともに、教育相
談体制を充実させ
る。 
 
 
 
②生徒が主体的に企
画・運営に携わる質
の高い学校行事や部
活動の在り方を検討
し、その実現を模索
していく。 

①遅刻と生徒の身だ
しなみが周りに与え
る影響を生徒に理解
させ、遅刻を減らし
身だしなみの指導を
行う。 
①サポートドックな
ど生徒との個別面談
を通して支援ニーズ
を把握し、生徒理解
を進めながら適切な
相談体制の確立を図
る。 
②学校行事の広報活
動に、生徒会執行部
が中心となって情報
発信を行い、生徒の
関心と参加意識を高
める 。 

①学校全体とし
て遅刻する生徒
数とその頻度が
減少したか。ま
た、服装の違反
が減少したか。 
①支援ニーズを
適切に把握し、
生徒理解が促進
され、相談につ
なげられたか。 
 
 
②生徒会執行部
を中心に広報活
動が行われ、生
徒の行事に対す
る関心や主体的
な関わりが高ま
ったか。 

①登下校時の交通安全指導
や制服・頭髪指導を学校全
体で継続的に行った結果、
遅刻・欠席件数の減少につ
ながった。また、サポート
ドックを活用し、スクール
カウンセラー等と連携しな
がら、生徒一人ひとりの状
況に応じた支援を組織的に
進めることができた。 
 

②生徒会執行部が50周年記
念企画として行った全校生
徒による「50」の人文字
は、ドローン空撮を取り入
れる工夫などが評価され、
令和７年度神奈川県立学校
の児童・生徒表彰を受賞し
た。 

①今後は、遅刻や身だし
なみに対する指導を「注
意」にとどめず、規範意
識の内面化につなげる努
力を行う。また、支援ニ
ーズの早期把握と情報共
有を一層進め、連携した
相談・支援体制をさらに
充実させ、安心して学べ
る学校づくりを推進して
いく。 
②撮影された写真や動画
は学校広報にも大きく貢
献できたが、次年度以降
は周年記念と絡めること
が出来ないので、イベン
トのきっかけ作りを検討
していく。 

①卒業式は厳粛な雰囲気
で、まじめさと温かさが
感じられ、証書授与の所
作、卒業生・在校生の言
葉は素晴らしかった。 
①行動改善にとどまらな
い規範意識の内面化はど
のような組織においても
課題となる。様々な方略
を用いて根気強く働きか
けてください。 
②津浜祭や卒業式後の生
徒企画など、自己表現の
鮮やかさが感じられた。
学校行事での全般的活動
については生徒の自律性
を保ちつつ実学として生
徒自身の意欲や学びを高
める教育的アプローチが
できるとなお良いです。 

①②規範意識の醸成や
モラル・マナーに係る
粘り強い指導が実を結
びつつある。それは、
生徒の学力向上にもつ
ながり、学校全体で学
習や行事等に取り組ん
でいこうという意識の
向上に貢献している。 
 
①生徒との個人面談等
を通じて個々のニーズ
を把握し、適切な対応
を行うことにより学校
の生徒理解、生徒や保
護者の学校理解につな
がっている。 
 

①規範意識の醸成や
モラル・マナーに係
る取組は次年度も継
続して行っていく。 
 
①個人面談を始めと
する生徒の多様なニ
ーズの把握とその対
応については、次年
度も引き続き積極的
に取り組んでいく。 
 
②生徒が主体的に企
画・運営に取り組む
べき学校行事では、
教員はサポート役に
徹するなど、生徒の
社会性や自主性、積
極性の育成に力を入
れていく。 

３ 進路指導・支援 

①キャリア教育
の視点に基づい
た進路支援とカ
リキュラムマネ
ジメントに取り
組む。 
 

①インターンシップ
等、体験的なプログ
ラムを積極的に活用
し、個々の生徒のキ
ャリア意識を高める
取組を推進する。ま
た、教科活動の中で

①スタディサポート
や進路説明会等を通
じて、各生徒の適性
把握やキャリア意識
の向上を図るととも
に、Classi と連携す
ることで、個別最適

①様々な指導の
場面で、生徒一
人ひとりの進路
希望や適性を正
確に把握し、個
に応じた支援を
行うことができ

①スタディサポートや R-
CAP などを活用し、自らの
適性を把握することができ
た。また、朝学習で用いて
いるClassiと連携すること
で、個別最適な学びを充実
させた。さらに、各学年で

①１・２年生を中心にキ
ャリアセンターを活用し
ていない生徒も多く存在
している。多くの生徒に
対し支援していくため
に、キャリアセンターの
周知に力を入れていく必

①②職員室前廊下の学習
スペースはとても良い。
キャリア教育や進路指導
に結び付けられるとよい
と思う。 

①②職員室前廊下の学
習スペースは使用頻度
が高く、設置効果が表
れている。また、昨年
度は年度途中に進路室
からキャリアセンター
への配置換えが行われ

①年度当初のキャリ
アオリエンテーショ
ン等においてキャリ
アセンターの役割や
利用方法について生
徒全体に周知し、年
間を通じての利用が
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②系統的な進路
支援体制の構築
とともに、個別
支 援 を 充 実 さ
せ、一人ひとり
のニーズにかな
った進路実現を
目指す。 

ロイロノート等の活
用と家庭学習の習慣
化を図っていく。 
 
②生徒の進路希望に
応えられるよう、個
に応じたキャリア教
育を推進する。ま
た、教科指導や特別
活動等にキャリア教
育の視点を取り入
れ、３年間という在
学期間全体を見据え
た指導内容等を研究
する。 

な学びを充実させ、
進路希望を実現させ
られるよう支援す
る。 
②Classi を活用し、
自己分析を行い、目
標を実現させるため
の力を身に付けさせ
るとともに、総合的
な探究の時間を通じ
て、自分のキャリア
を主体的に想像する
ことができるよう支
援する。  

たか。 
 
 
 
②生徒一人ひと
りが、自らの希
望や適性を分析
し、主体的に進
路を切り拓く支
援ができたか。 
 
 

進路説明会を開催し、進路
への意識を高めた。四年制
大学への進学率は約 60％で
あった。 
②総合的な探究の時間では
各学年業者なども利用し、
進路探究や各分野への理解
を深め、主体的に進路を切
り拓く支援を行うことがで
きた。 

要がある。 
 
 
 
 
 
②スタディサポート、
Classi を活用し、個に応
じた学びを充実させるこ
とができた。次年度から
朝学習がなくなるため、
Classi の活用方法を再検
討しなければならない。 

たために、生徒側の認
識度があまり高くなか
った。今年度は当初か
ら新しくなったキャリ
アセンターの魅力と利
用方法等についてすべ
ての生徒に周知し、一
定の効果を得た。 
②生徒が一般社会に出
たときには、情報端末
の操作が不可欠である
ことから、学習だけに
とどまらず、津浜祭に
おいて電子決済を採用
するなど、学校行事等
においても端末を利用
した取組を実施した。 

円滑に進むように取
り計らっていく。 
 
 
②今後、授業以外の
場における校内での
情報端末の利用につ
いて、さらに何がで
きるかを検討してい
く。 

４ 地域等との協働 

①地域への貢献
と地域資源の活
用を両立させ、
地域とともに育
ち、地域ととも
に伸びる学校を
目指す。 
②信頼される学
校づくりのため
様々な状況を外
部に情報発信す
る。 
 

①学校運営協議会や
武山支援学校分教室
といった地域の教育
機関等と連携を図
り、本校の教育力を
高める。 
 
②各種学校説明会や
ホームページによっ
て保護者や地域に向
けた本校の教育活動
の発信に努め、信頼
される学校を目指
す。 

①各種の教育機関、
企業、行政機関等に
よる出前授業や地域
貢献活動等を通じ
て、地域資源を本校
の教育活動に活用す
る。 
②各種学校説明会や
ホームページでの情
報を充実させ、学校
生活やインクルーシ
ブ教育の取組等につ
いて発信する。 

①地域の人材活
用・連携に向け
て働きかけ、実
践ができたか。 
 
 
 
②各種学校説明
会やホームペー
ジにおいて充実
した情報を発信
することができ
たか。 

①近隣地域の教育機関等を
含めた外部講師による分野
別学習や学校周辺の清掃を
通じた地域貢献、地域行事
のポスター校内掲示など、
地域と教育の連携に努め
た。 
②学校説明会だけでなく、
ホ ー ム ペ ー ジ で “ 津 浜
Diary”を新たに掲載し、
高校生活やインクルーシブ
教育の取組について発信し
た。 

①武山支援学校分教室と
の積極的な交流や地域人
材の活用に向けた取組の
活性化を模索していく。 

 

 

 

②ホームページの定期的
な更新に一層力を入れる
とともに、更新に携わる
人材を育成する。 

①北下浦・長沢・津久井
地区は、地域連携に熱心
な地域なので、引き続き
連携してほしい。 
②ホームページの「津浜
Diary」はとても良い掲載
です。生徒の活動がつか
みやすく学校の魅力が伝
わりやすいと思いまし
た。よりキャッチーな写
真や文章の工夫などを期
待している。 

①②近隣の中学校から
は「津久井浜高校を目
標にしている」という
生徒が多数いるという
声が聞こえてくること
から、中学生にとって
本校は根強い人気があ
ることがうかがえる。
今後とも情報発信の機
会をとらえて、今以上
に本校の魅力を伝え続
けていくことが肝要で
ある。 

①外部機関との連携
については、今後も
現行の取組を踏襲す
ることを基本とする
が、連携先の追加・
変更等には柔軟に対
応していく。 
②学校説明会や、中
学校で行われる進路
説明会における説明
内容を精査し、魅力
や特色を十分に伝え
ていくとともにホー
ムページの更新回数
を増やすなど、情報
発信に今後も積極的
に取り組んでいく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 不祥事ゼロに
向け、教職員が
一丸となって、
風通しの良い環
境を醸成する。 
 
 
 
 
② 「 働 き 方 改
革」を新たな創
造 に 結 び つ け
る。 

①ミスは起こりうる
ことを念頭に、不祥
事を根絶し、生徒が
安心して学校生活を
送るにはどうすれば
よいかを常に考え、
教職員の規範意識醸
成や校内環境の整備
を行う。 
 
②「働き方改革」を
推進にこれまで以上
に取り組み、教職員
が健康で働きやすい
職場づくりを進めて
いく。 

①教職員に対し、具
体的なケーススタデ
ィを通じて、倫理的
な判断力を養い、コ
ンプライアンスを遵
守できるように研修
を行なう。フィード
バックを収集し、研
修後の理解度や遵守
状況を確認する。 
②教職員が教育に専
念できるよう、事務
作業を専門のスタッ
フに任せ、教職員の
負担を軽減し、教育
の質を向上させる。 

①倫理的な判断
力を養うことが
できたか。コン
プライアンスを
遵守できたか。 
 
 
 
 
 
②改革前後の業
務 時 間 を 比 較
し、効率化が図
られているか。
事務作業にかか
る時間の減少や
授業準備時間の
短 縮 が で き た
か。 

①「人間はミスを犯すもの
である」という前提に立
ち、個人の注意義務だけに
頼らない不祥事防止体制の
構築に注力しました。教職
員一人ひとりが「自分事」
として規範意識を高めると
ともに、物理的・心理的な
校内環境を整えた結果、今
年度は重大な不祥事の発生
はなく、生徒の安心・安全
を維持することができまし
た。 
②「働き方改革」を加速さ
せるため、専門スタッフと
の連携による分業体制を確
立しました。教職員の心身
のゆとりが生まれ、職場全
体の活気が高まりました。 

①不祥事根絶に「終わ
り」はありません。現在
の良好な環境に安住する
ことなく、今後も以下の
点に注力します。 
慣れによる「慢心」を排
除するための、チェック
システムの再点検。若手
からベテランまで、世代
を超えたコミュニケーシ
ョンのさらなる活性化。 
② 専門スタッフの配置に
依存するだけでなく、教
職員同士でも「廃止・簡
素化する業務」を常に見
直し続ける自浄作用を定
着させる必要がある。
「教員でなければできな
い仕事」と「それ以外」
の仕分けを定期的に行
い、過度な責任感から業
務を抱え込みすぎない、
互いにフォローし合える
組織文化を醸成する。 

①不祥事防止について、
特に校務ではない非行に
ついてはシステムで防ぎ
づらい。引き続き根気よ
く意識づけをしていって
ほしい。 
①②「学校管理・学校運
営」の視点が教職員の綱
紀保持と働き方改革のみ
なのはどうなのでしょう
か。奉仕精神の高い教員
が多くおり、コスパ感覚
が身につきづらいことを
念頭にタイパを意識さ
せ、自主的に手順の標準
化や業務量の平準化、外
部委託などを模索し、業
務を量的・質的に改善す
ることで、教師が生徒を
導くという本来業務に邁
進させることが肝要だと
思う。 

①昨年度に引き続き各
部屋の内部整理を行う
等、不祥事の可能性が
ある事柄の改善に取り
組んだ。 
 
②教員の働き方改革は
改革のペースが民間企
業等と比較して遅い。
今後とも教員の健康維
持と県民に対するサー
ビスの両立を図ってい
くことが必要である。 

①不祥事撲滅は永久
のテーマであり、次
年度以降も引き続き
取り組んでいく。 
 
 
 
 
②教員の働き方改革
は、学校・保護者・
地域等の相互理解が
ないと進んでいかな
いので、今後とも労
働環境の改善に取り
組んでいく。 



 

 
 


